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な
待
遇
差
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
』

で
あ
る
と
説
明
。
企
業
に
お
け
る
具
体

的
な
取
組
み
と
し
て
、
職
務
内
容
等
の

理
由
で
待
遇
差
を
設
け
る
場
合
、
そ
の

待
遇
差
を
客
観
的
か
つ
合
理
的
に
説
明

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
大
谷
氏
は
「
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
今
日
で
は
、
労
務
管
理
が

企
業
経
営
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。

取
組
み
次
第
で
は
、
従
業
員
の
労
働
意

欲
の
向
上
や
人
材
確
保
・
定
着
に
結
び

付
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
企
業
経

営
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う
な
労
務
管
理

を
行
っ
て
ほ
し
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

異
物
対
策
・
管
理
に

つ
い
て
学
ぶ

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業（
協
）

労
務
管
理
か
ら

企
業
経
営
を
考
え
る

高
崎
問
屋
街
青
年
経
営
者
研
究
会

　

２
月
５
日
、
高
崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に
お
い
て
、「
粉
状

製
品
の
異
物
対
策
・
管
理
と
防
虫
・
防

鼠
対
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
習

会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
一
般
財
団

法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
・
技
術
環
境

部
長
の
富
松　

徹
氏
。

　

富
松
氏
は
、
ま
ず
異
物
に
よ
る
苦
情

や
回
収
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の

後
、
次
の
と
お
り
異
物
混
入
防
止
の
５

つ
の
原
則
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

①
原
材
料
に
混
入
し
た
異
物
・
付
着
し

た
異
物
対
策
を
行
う

　

異
物
対
策
が
な
さ
れ
た
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
か
ら
原
材
料
を
調
達
す
る
と
と
も

に
、
納
入
時
や
選
別
時
の
管
理
が
重
要

に
な
る
。

②
異
物
を
工
場
内
に
持
ち
込
ま
な
い

　

異
物
混
入
の
主
な
原
因
は
、「
作
業

者
」、「
原
料
・
包
材
」、「
空
気
の
流
れ
」

の
３
つ
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
な
が
ら
工

場
内
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

③
異
物
を
発
生
さ
せ
な
い

　

防
虫
対
策
と
し
て
、
工
場
周
辺
に
水

た
ま
り
等
の
昆
虫
が
好
む
環
境
を
作
ら

な
い
こ
と
が
重
要
。

④
製
品
に
混
入
さ
せ
な
い
、
持
ち
込
ん

だ
異
物
源
は
管
理
す
る

　

異
物
混
入
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
つ

い
て
は
カ
バ
ー
を
し
て
お
く
。
ま
た
、

持
ち
込
ん
だ
異
物
源
は
定
置
管
理
・
員

数
管
理
し
「
見
え
る
化
」
す
る
。

⑤
製
品
に
混
入
し
た
異
物
を
取
り
除
く

　

２
月
12
日
、
高
崎
市
・
ビ
エ
ン
ト
高

崎
に
お
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人

大
谷
労
務
・
代
表
で
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
大
谷
祐
三
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
習
会
を
行
っ
た
。

　

本
研
究
会
は
、
高
崎
卸
商
社
街（
協
）

に
所
属
す
る
青
年
経
営
者
に
て
組
織
さ

れ
て
い
る
。

　

群
馬
県
認
定
の
働
き
方
改
革
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
も
あ
る
大
谷
氏
は
、
働
き
方

改
革
を「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」

と
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
と
い
う
２

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
説
明
。

　

社
内
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
と

し
て
損
害
賠
償
請
求
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
は
実
際
に
パ
ワ
ハ

ラ
を
行
っ
た
従
業
員
個
人
の
責
任
だ
け

で
な
く
、
企
業
と
し
て
の
管
理
監
督
責

任
が
問
わ
れ
る
た
め
、
常
に
パ
ワ
ハ
ラ

と
指
導
の
違
い
を
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
説
明
。

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
は
、

『
正
規
社
員
と
非
正
規
社
員
の
不
合
理

講師の富松氏

講師の話に真剣に耳を傾ける参加者

LocalLocal
AreaArea

NewsNews



11

環
境
経
営
の実践

に
向
け
て

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
地
域
事
務
局

知
的
財
産
権
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

群
馬
県
屋
外
広
告
美
術
業（
協
）

　

２
月
21
日
、
前
橋
市
・
一
般
財
団
法

人
群
馬
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
認
証
・
登
録
事
業
者
の
更
な
る
環
境

経
営
の
促
進
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
省
エ
ネ
を

起
点
と
す
る
経
営
力
強
化
」
と
題
し
、

中
小
企
業
診
断
士
の
関
誠
氏
を
講
師
に

迎
え
て
行
っ
た
。

　

関
氏
は
冒
頭
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

３
月
24
日
、
前
橋
市
・
一
般
財
団
法

人
群
馬
県
中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
、

「
発
明
・
特
許
・
意
匠
・
商
標
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し

た
。

講師の渡辺氏

コロナウイルス対策として間隔を空けて開催

　

講
師
は
、
特
許
庁
普
及
支
援
課
・
知

的
財
産
専
門
官
の
渡
辺
航
平
氏
。

　

は
じ
め
に
、
渡
辺
氏
は
、
知
的
財
産

権
は
『
知
的
財
産
を
法
律
で
保
護
す
る

こ
と
の
総
称
』
の
こ
と
で
、
知
的
財
産

に
は
様
々
な
権
利
が
存
在
し
、
そ
れ
ら

が
各
法
律
で
守
ら
れ
て
い
る
と
説
明
。

　

続
い
て
、
広
告
業
に
お
け
る
知
的
財

産
権
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
。
以
下
の
５
つ
の
知
的
財
産
権
が

自
社
の
広
告
物
を
保
護
す
る
こ
と
に
な

る
と
同
時
に
、
広
告
物
を
作
成
す
る
際

に
は
、
他
者
の
知
的
財
産
権
を
侵
害
し

て
い
な
い
か
確
認
す
る
義
務
を
負
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
指
摘
。

①
特
許
権
・
実
用
新
案
権

　

広
告
の
新
し
い
技
術
的
な
ア
イ
デ
ア

②
商
標
権

　

広
告
に
使
用
さ
れ
る
文
字
や
ロ
ゴ

③
意
匠
権

　

広
告
物
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

④
著
作
権

　

広
告
に
使
用
さ
れ
る
写
真
や
文
章

⑤
不
正
競
争
防
止
法

　

他
者
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
使
用
し
た

り
、
信
用
を
害
す
る
行
為

　

ま
た
、
他
者
の
知
的
財
産
権
を
侵

害
し
て
い
な
い
か
調
べ
る
方
法
と
し

て
、J-P

latP
at

（
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）を
活
用
す
る
方
法
を
挙
げ
、

「
申
請
内
容
が
他
者
と
重
複
し
て
い
な

い
か
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
新

た
な
研
究
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
上
で

も
非
常
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
で
あ
る
」
と

紹
介
し
た
。

ギ
ー
や
省
エ
ネ
自
動
車
と
い
っ
た
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
が
好
調
で
、
今
後
も
発
展
が

続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
に
触
れ
、

以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
強
調
し
た
。

●
環
境
配
慮
経
営
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
の
一
環
と
捉
え
る
企
業

も
多
く
、
さ
ら
に
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
と
し
て
環
境
配
慮
経
営
に
取
組
む
企

業
も
増
え
て
き
て
い
る
。

●
環
境
経
営
に
取
組
ん
だ
効
果
と
し
て

最
も
多
い
の
が
『
従
業
員
の
環
境
へ
の

意
識
の
向
上
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

企
業
に
お
け
る
離
職
率
が
低
い
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

●
環
境
経
営
の
実
現
に
向
け
て
は
人
材

の
確
保
が
前
提
と
な
る
。
約
２
５
０
万

人
も
の
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
を
補
う
に
あ

た
っ
て
は
『
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進
』
と
『
外

国
人
の
活
用
』
が
カ
ギ
と
な
る
。
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